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社 会 と 倫 理

編

集

後

記

　

本
号
は
、『
社
会
倫
理
研
究
』
第
一
号
か
ら
第
四
号
、

名
称
変
更
後
の
『
社
会
と
倫
理
』
第
五
号
か
ら
通
算
し

て
第
二
十
号
に
該
当
す
る
。
そ
こ
で
、
研
究
所
と
し
て

は
、
記
念
号
の
編
集
を
計
画
し
て
こ
こ
に
上
梓
す
る
運

び
と
な
っ
た
。
冒
頭
に
所
長
の
挨
拶
文
を
掲
げ
た
の
は

そ
の
趣
旨
に
よ
る
。

　

内
容
構
成
は
、
先
ず
「
特
集　

誰
の
た
め
の
国
際

秩
序
か
？
」
か
ら
始
ま
る
。
社
会
倫
理
研
究
所
は
、

二
〇
〇
五
年
九
月
に
日
豪
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
そ
の
成
果
を
『
多
国
間
主
義
と
同
盟
の
狭
間
』

と
し
て
国
際
書
院
よ
り
刊
行
し
た
。
そ
の
刊
行
記
念
を

兼
ね
て
企
画
実
施
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
今
回
特
集

と
し
て
お
届
け
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
社
会
倫
理
研
究

所
非
常
勤
研
究
員
で
あ
る
武
者
小
路
公
秀
氏
を
筆
頭

に
、
水
本
和
実
助
教
授
、
鎌
田
真
弓
教
授
の
三
名
に
は

そ
れ
ぞ
れ
「
共
通
の
人
間
安
全
保
障
を
求
め
て
」「
日

本
の
平
和
主
義
と
安
全
保
障
」「
太
平
洋
戦
争
の
記
憶

と
日
豪
の
『
和
解
』」
と
い
う
発
題
を
お
願
い
し
た
。

一
昨
年
度
懇
話
会
講
師
と
し
て
ご
来
訪
頂
い
た
中
山
俊

宏
助
教
授
と
社
会
倫
理
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
の
山
田

哲
也
助
教
授
に
は
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
頂
い
た
。
又
、

今
回
は
、
中
野
涼
子
研
究
員
に
よ
る
「
討
論
要
録
」
を

掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
た
。『
南
山
社
会
倫
理
研
究
所

論
集
』
時
代
に
、
テ
ー
プ
起
こ
し
原
稿
に
手
を
入
れ
た

掲
載
方
法
は
二
回
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
参
加
者
が
自
己
の
名
で
要
録
す
る
と
い
う
の
は

研
究
所
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。
な
お
、
本

特
集
コ
ー
ナ
ー
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
所
員
の
企

画
に
よ
る
。

　

次
に
論
説
の
コ
ー
ナ
ー
を
見
よ
う
。
二
十
号
記
念
号

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
忙
な
中
に
も
拘
ら
ず
本
号
に

は
研
究
所
関
係
の
面
々
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
、
論
説
七

篇
と
学
界
展
望
一
篇
と
の
寄
稿
が
あ
っ
た
。
中
矢
俊
博

教
授
は
ペ
ル
ソ
ナ
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
自
由
市
場
経

済
に
論
及
す
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
と
自
由
市
場
経

済
」
を
寄
稿
し
た
。
そ
こ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
の

重
要
な
原
理
と
し
て
格
別
に
補
完
性
の
原
理
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
山
田
秀
所
員
も
ま
た
偶
々
で
あ
っ
た

が
、「
共
同
善
と
補
完
性
原
理
」
に
お
い
て
補
完
性
原

理
を
伝
統
的
自
然
法
論
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。又
、

丸
山
雅
夫
所
員
は
「
少
年
法
六
一
条
の
意
義
と
限
界
」

を
論
じ
、
林
雅
代
所
員
は
「『
子
ど
も
期
』
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
ア
メ
リ
カ
非
行
少
年
対
策
の
展
開
」
を
論
ず

る
。
両
論
説
は
と
も
に
「
少
年
」「
子
ど
も
」
に
関
す

る
論
考
で
あ
り
、
併
読
さ
れ
る
と
よ
い
で
あ
ろ
う
。
中

野
涼
子
研
究
員
は
「
国
際
関
係
論
に
お
け
る
倫
理
と
規

範―

信
仰
の
人
・
矢
内
原
忠
雄
の
問
題
意
識
」
と
い
う

論
題
の
下
、
意
欲
的
な
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。
本
論

説
は
研
究
所
紀
要
『
社
会
と
倫
理
』
で
初
め
て
実
施
し

た
査
読
附
き
論
文
で
も
あ
る
。
伊
勢
田
哲
治
非
常
勤
研

究
員
は
「
明
治
期
動
物
愛
護
運
動
の
動
機
づ
け
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
」
と
い
う
特
色
あ
る
論
題
を
論

じ
た
。
奥
田
太
郎
所
員
は
「
応
用
倫
理
学
の
方
法―

原

則
主
義
、
決
疑
論
、
行
為
者
中
心
主
義―

」
と
い
う
倫

理
学
の
基
本
的
な
学
問
方
法
論
を
周
到
に
論
じ
て
い

る
。

　

学
界
展
望
は
、
現
代
の
大
学
教
育
に
お
け
る
哲
学
の

役
割
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
、
小
林
傳
司
非
常

勤
研
究
員
の
「
大
阪
大
学
C 

S 

C 

D
の
設
立
と
大
学

教
育
の
課
題
」
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

さ
て
、
講
演
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
二
〇
〇
五
年
度
に
行
わ
れ
た
寺
島
俊
穂
教
授
、
君

島
東
彦
教
授
の
懇
話
会
を
再
現
す
る
こ
と
と
し
た
。
特

集
と
の
深
い
繋
が
り
を
考
慮
し
て
の
取
扱
い
で
あ
る
。

両
先
生
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
見
据
え
て
の
計
画

的
継
続
的
な
懇
話
会
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
ご
講
演
し
て
い
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次
号
は
既
に
斬
新
な
特
集
を
含
む
編
集
企
画
が
具
体

化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
六
月
に
は
刊
行
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
ご
期
待
頂
き
た
い
。
又
、本
紀
要『
社

会
と
倫
理
』
と
並
ん
で
別
形
式
の
所
報
（
名
称
未
定
）

の
出
版
計
画
も
検
討
中
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
各
位
の
ご
協
力
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。 

（
奥
田
太
郎
・
山
田
秀
）

た
だ
い
た
経
緯
が
あ
る
。

　

尚
、
本
号
は
他
に
も
特
色
が
あ
り
、
社
会
倫
理
研
究

所
の
歴
史
を
簡
潔
に
ご
紹
介
す
る
た
め
の
資
料
を
作
成

し
た
。
特
に
、
研
究
所
の
組
織
関
連
で
、
歴
代
所
長
、

第
一
種
研
究
所
員
（
い
わ
ゆ
る
専
任
の
研
究
所
員
）、

第
二
種
研
究
所
員
（
学
内
教
員
で
研
究
所
の
業
務
を
兼

務
す
る
所
員
）、
客
員
研
究
所
員
、
非
常
勤
研
究
員
、

研
究
員
、
研
究
生
、
評
議
員
の
氏
名
と
所
属
期
間
を
明

記
し
た
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

研
究
所
は
運
営
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場

を
藉
り
て
謝
意
を
表
明
し
て
お
き
た
い
。

　

更
に
、
記
念
号
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
研
究
所

紀
要
の
総
目
次
を
一
括
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

『
南
山
社
会
倫
理
研
究
所
論
集
』（
第
一
号
か
ら
第
六

号
）、『
社
会
倫
理
研
究
』（
第
一
号
か
ら
第
四
号
）、『
社

会
と
倫
理
』（
第
五
号
か
ら
第
十
九
号
）
と
、
紀
要
名

は
二
回
変
更
し
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
。
尚
、
紀
要
の

他
の
出
版
物
に
関
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.nanzan-u.ac.jp/ISE

/

）
上
で
ご
確
認
頂
け
る
よ

う
に
手
配
し
て
あ
る
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
記
念
号
に
お
い
て
、
初
の

査
読
附
き
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

期
に
、
暫
定
的
で
は
あ
る
が
、
査
読
規
程
を
策
定
し
本

誌
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。


